
たじま農業協同組合は、絶滅危惧種のコウノトリ野生復帰の一助となる栽

培方法を取り入れ生産した「コウノトリ育むお米」をブランド化し、有利販

売を進め、この取組をさらに拡大するために、海外輸出も視野に入れた取組

を行ってきた。

平成27年に開催されたイタリア・ミラノ国際博覧会の会場で、第三者認証

の取得が海外での商品訴求の上で、いかに重要であるかを痛感し、平成30年

1月に、志を共にする4名の生産者が無農薬栽培の主食用米で、全国で初めて

JAを事務局としたGLOBALG.A.P.の団体認証を取得した。

GAP認証取得により記録管理体制が整理され、平成30年10月には、有機

JAS認証も取得した。

GAP認証取得後は、より積極的にUAEやオーストラリア等海外への販路

開拓を進めたほか、令和元年6月に開催されたG20大阪サミットにおいて、

プレスダイニングや代表団レストランで「コウノトリ育むお米」が抜擢され

るなど、海外メディア等へのPRにもつなげている。
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